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町財政は次第に厳しく

病
院
事
業
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
く

　

令
和
５
年
度
の
決
算
で
は
、
５
億
９
５
７
４
万
円
の
黒
字
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
て
お
り
、
今
後
も
財
政
面
が
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
の
み
で
は
成
り
立
た
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
今
年
度
も
一
般
会
計
か
ら

２
億
３
千
万
円
の
繰
入
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

一般会計から多額の繰入金を投入した上で未処理欠損金が増
え続けており、非常に厳しい経営状況である。今後も、人口

減少による患者の減少や材料費、経費等の増加により、さらに厳しい経営状況
となることが予想される。新たな収益の確保、経費削減、住民のニーズにあっ
たサービスを考えつつ、美波病院と日和佐診療所の関係を見直す必要がある。

　
財
政
力
指
数
は
県
内

で
下
か
ら
2
番
目
。

　
ま
た
、
使
い
道
の
決

ま
っ
て
い
る
お
金
の
割
合
を
表
す
経
常
収

支
比
率
は
、
非
常
に
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
財
政
指
標
も
悪
化
傾

向
に
あ
り
、
自
由
に
お
金
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

令和５年度 決算額（一般会計、特別会計含む）

歳入：99 億 8704 万 6000 円（前年度比▲   8329 万 5000 円）
歳出：93 億 9130 万 6000 円（前年度比▲ 1 億 35 万 4000 円）

5 億 9574 万円の黒字決算
項目（概要） 数値 前年度比

財政力指数
（財政力）

0.16 −

経常収支比率
（弾力性）

98.8%
2.6 ポイント増

悪化

実質公債費比率
（借金割合）

9.0%
1.4 ポイント増

悪化

将来負担比率
（財政圧迫度）

29.6%
10.1 ポイント増

悪化

監査意見

区　分 経常収益 経常費用 経常損益自己収益 一般会計
操入金

令和元年度 76,663 53,854 22,809 84,911 ▲ 8,247

令和 2 年度 76,281 50,296 25,984 82,360 ▲ 6,078

令和 3 年度 75,631 48,268 27,363 80,705 ▲ 5,073

令和 4 年度 77,811 49,984 27,826 79,063 ▲ 1,252

令和 5 年度 77,769 54,729 23,039 81,730 ▲ 3,961

美波病院　経常損益推移 （単位：万円）
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美
波
町
の
人
口
動
態
は
？

〜
20
年
で
約
３
千
人
の
減
少
〜

　
令
和
５
年
度
は
、
黒
字
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
計
で
い
う
貯

金
に
あ
た
る
「
基
金
」
の
取
り
崩
し

の
影
響
も
大
き
く
、

基
金
残
高
の
推
移
は

注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 監

査
意
見

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
が

上
昇
、
経
常
収
支
比
率
は
、
妥
当
な
数
字

と
さ
れ
て
い
る
80
％
以
内
を
大
き
く
上
回

る
状
況
で
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
る
。

　

地
方
債
残
高
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
基
金
残
高
は
、
４
億
５
千
万
円
の
減

少
（
前
年
比
88
・
９
％
）。

　

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
と

し
て
進
め
て
い
る
高
台
整
備
が
進
む
に
つ

れ
て
、
財
政
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
事

業
の
選
択
と
集
中
等
に
よ
る
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
人
口
減
少
下
に
お

い
て
、
財
政
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
求
め
ら
れ
る
の
が
選

択
と
集
中
。

　

議
会
と
し
て
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
な

が
ら
、
町
民
と
共
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
考
え
、
議
会

の
活
動
量
を
増
や
す
と
共

に
、
町
民
主
体
の
活
動
が
行

い
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

20
年
前
と
比
べ
、
人
口
は
30
％
程

度
減
少
し
て
お
り
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
が
小
さ
く
、
ま
た
上
に
比
重
が

寄
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【上グラフ】
2005 年
合計：8,726 人

【下グラフ】
2024 年
1 月 1 日の人口構成

（住民基本台帳ベース）
合計：5,917 人

2005 年

〈男性〉 〈女性〉

〈男性〉 〈女性〉

2024 年

事
業
の

と

選
択集中

健
全
な
財
政
運
営
を
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質疑
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

実
行
委
員
会
補
助

金
３
３
０
万
円
追
加
で

約
９
０
０
万
円
に
な
っ

た
。
効
果
性
を
考
え
な

が
ら
、
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、

参
加
者
減
の
要
因
、
来

年
度
の
方
針
は
？

答弁
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
の
減
少
。
コ
ー
ス

の
難
易
度
に
よ
る
初
心

者
の
参
加
者
減
少
。
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り

全
国
的
な
競
技
離
れ
が

考
え
ら
れ
る
。
参
加
賞

と
し
て
町
の
特
産
品
の

復
活
、
情
報
発
信
等
、

日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

連
合
等
と
協
議
し
て
対

策
を
進
め
る
。

　ひわさうみがめトライアスロンは、町外に対して美波町を PR する貴重な機会となっ

ています。だからこそ、効果性を検討しながら適切な補助金の交付が求められます。

花
火
打
ち
上
げ
に
補
助

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に

負
担
金
追
加

　

地
域
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
き
各
事
業
に
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
５
類
移
行
に
伴
い
、
今
ま
で
中
止
し
て

い
た
花
火
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
な
ど
、「
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
」
と
し
て
４
町
内
会
に
令
和
５
年
度

限
定
で
補
助
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《補助を受けるには》
　各事業によって補助対象（自治組織・団体・個人）が違っており、事業の進
め方や申請方法も違います。詳しくは、「美波町 取扱説明書」をご覧ください。

《地域づくり支援事業（文化の推進活動）》　
◦東由岐町内会	 250,000 円
◦木 岐 町 内 会	 224,700 円
◦西由岐町内会	 236,100 円
◦志和岐町内会	 350,000 円

《決算額》　　　　　　　　　　　　　　　
地域づくり支援事業（文化の推進活動）

1,060,800 円

MINAMI TOWN

美波町
取扱説明書

初心者・中級者用 お金編 注意

必要が無くなった
場合決められた方
法で捨てましょう。

目　次

●事業概要説明
●地域づくり推進事業
●定住促進事業
●老朽住宅解体費支援事業
●産業振興事業
●企業等誘致
●その他

■本書は地域振興目的に作成されたものです。サテライトオフィスの相談についてのお問い合わせは別途ご連絡下さい。

■お読みになった後は適切な場所に保管し、必要な時にお読み下さい。※事業を始める前に必ずお読み下さい。

にぎやかな過疎の町

美波町

み なみ ちょう

地域振興施策の紹介

満20歳以上対象

事業内容

定例会の
概要

　影治町長から「町長提案理由説明」があり、認定２件、報告３件、専決議案１件、
条例議案３件、規約改正議案１件、契約変更議案１件、補正予算議案６件、人事
議案１件が提案されました。ここでは特に注目する議案等を掲載します。
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育
英
奨
学
金

滞
納
の
解
消
を

搬送班の業務を検討を

質疑
滞
納
繰
越
金
へ
の
対
応
は
？

答弁
返
還
計
画
を
作
り
直
し
、
無
理
の
な

い
よ
う
に
返
済
し
て
も
ら
う
。

質疑
こ
の
事
業
は
返
還
金
が
新
た
な
生
徒

へ
の
貸
付
原
資
と
な
る
た
め
、
次
世

代
の
借
入
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
た

め
に
、
連
帯
保
証
人
を
設
定
し
て
い
る
。

早
急
に
解
消
さ
れ
た
い
。

答弁
償
還
さ
れ
た
お
金
が
次
の
原
資
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、

解
決
に
向
け
て
努
め
た
い
。

《決算額》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

搬送費：34,255,211 円
搬送数は平成時代と比べるとほぼ半減してお
り、高規格道路（日和佐道路）が一部開通

したことで現在は由岐地区も「海部消防組合」の管轄になって
いる。今後、搬送体制の縮小なども含めて事業の在り方を検討
する必要がある。

監査意見

搬送種別 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年
急　病 63 件 33 件 18 件 20 件 13 件
一般負傷 17 件 14 件 7 件 8 件 9 件
事　故
その他 2 件 1 件 0 件 0 件 0 件

転　院 54 件 56 件 51 件 43 件 56 件
合　計 136 件 104 件 76 件 71 件 78 件

　いざというときの安心に繋

がっていますが、 月に約３００万

円費用に対して、７回程度の稼

働となっています。減りつつ

ある財源の中で、あり

方の検討が求めら

れています。

　２期６年人権擁護委員としてご尽力された南早苗氏の任期満了に伴い、新たに野村
千恵子氏の人権擁護委員への推薦に同意しました。
　野村氏は明朗誠実な人柄で、地域の実情に精通するとともに、これまでに民生委員・
児童委員を２期６年務められています。

人権擁護委員交代

　

傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
を

目
的
に
旧
由
岐
町
で
業
務
開
始
し
た
「
搬
送

班
」
は
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
搬
送
体
制
の

見
直
し
を
行
い
、
業
務
時
間
を
24
時
間
体
制

か
ら
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

に
変
更
し
、
美
波
病

院
へ
の
「
搬
送
業
務
」

及
び
他
病
院
へ
の
「
転

院
搬
送
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
美
波
町
育
英
奨
学
金
貸
与
条
例
と

は
、
経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
優

秀
な
学
生
に
、
奨
学
金
を
無
利
息
で

貸
与
し
、
社
会
有
用
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

貸
与
を
受
け
た
も
の
は
、
連
帯
保
証

人
及
び
保
証
人
と

連
署
し
た
誓
約
書

を
提
出
し
ま
す
。
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第３回定例会 各議員の賛否� 議長…－　賛成…○　反対…╳　欠席…欠　除斥…除

議員名（議席番号順）

議　案

鈴
木
健
宏

北
山
朝
彦

中
川
尚
毅

松
本
晋
児

岩
瀬　

公

片
山
正
敏

戎
野　

博

遊
亀
聖
悟

春
田
裕
計

小
部
博
正

丸
龍
孝
敏

向
山
篤
宏

結果

認定第１号 R5 年度公営企業会計決算の認定 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 認定

認定第２号 R5 年度歳入歳出決算の認定 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 認定

議案第69号 専決処分の承認を求めることについて
欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 承認

専決第９号 R6年度美波町一般会計補正予算

議案第70号 災害対策本部条例改正 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第71号 国民健康保険条例改正 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第72号 指定地域密着型サービス事業者の条例改正 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第73号 徳島県後期高齢者医療広域連合規約の変更 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第74号
R5-6年度国民宿舎うみがめ荘解体工事
請負契約変更

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第75号 R6年度一般会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第76号 R6年度国民健康保険事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第77号 R6年度介護保険事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第78号 R6年度国民健康保険診療所会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第79号 R6年度後期高齢者医療会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第80号 R6年度水道事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第81号 人権擁護委員の推薦 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 同意

発議第３号 美波町議会基本条例の制定について 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

請願第２号
松本議員の「一太刀」についての見解を
求める請願

× 〇 〇 除 × × 〇 × − × × × 不採択

発議第４号
議員報酬及び定数に関する調査特別委員
会の設置について（案）

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

発議第５号
改正マイナンバー法を見直し、健康保険
証の継続を求める意見書（案）

〇 〇 〇 × × × 〇 〇 − 〇 × 〇 可決

※議案の名称は短縮してあります。
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議
会
改
革
検
討
・
推
進
特
別
委
員
会
を
開
催

議
会
基
本
条
例
等
に
つ
い
て
審
議
（
計
５
回
）

町
戦
没
者
追
悼
式
に
議
員
が
出
席

令
和
６
年
第
１
回
海
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会
（
牟
岐
町
）
に
、

議
長
が
出
席

海
部
郡
防
犯
連
合
会
総
会
（
牟
岐
警
察
署
）
に
、
議
長
が
出
席

令
和
６
年
度
阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総
会
（
海
陽
町
）
に
、
議
長

が
出
席

議
会
広
報
特
別
委
員
会
を
開
催

議
会
だ
よ
り
第
67
号
の
編
集
（
計
４
回
）

田
井
ノ
浜
海
水
浴
場
開
に
、
議
長
が
出
席

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
完
全
撤
廃
と
人
権
政
策
確
立
に
む
け
た
要
請
が

あ
り
、
副
議
長
が
出
席

民
生
委
員
推
薦
会
に
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
が
出
席

日
和
佐
う
み
が
め
祭
り
に
議
員
が
出
席

日
和
佐
う
み
が
め
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
議
員
が
出
席

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟
が
令
和

６
年
度
夏
季
四
国
地
方
整
備
局
要
望
活
動
に
議
長
が
出
席

全
員
協
議
会
、
し
尿
処
理
施
設
整
備
方
針
（
案
）
等
に
つ
い
て
協
議

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
こ
ど
も
園
の
視
察
に
つ
い
て

審
議

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ

い
て
審
議

議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
審
議

海
部
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
牟
岐
町
）
に
議
員
が
参
加

徳
島
県
生
活
環
境
部
交
通
政
策
課　

橋
本
課
長
か
ら
「
県
内
に
お

け
る
地
域
公
共
交
通
の
現
状
に
つ
い
て
」
の
講
演
に
参
加

岡
山
県
鏡
野
町
議
会
が
美
波
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
の

策
定
や
、
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ
、
議
長
が
対
応

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
徳
島
市
）
に
議
長
が
出
席

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟
夏
季
中

６
月
26
日
～

８
月
30
日

６
月
27
日

７
月
１
日

７
月
２
日

７
月
３
日
～

８
月
９
日

７
月
７
日

７
月
10
日

７
月
12
日

７
月
13
日

７
月
14
日

７
月
16
日

７
月
17
日

７
月
22
日

７
月
29
日

７
月
30
日

８
月
１
日

８
月
８
日

８
月
10
日

８
月
15
日

８
月
18
日

８
月
19
日

８
月
20
日

８
月
21
日

８
月
22
日

８
月
27
日

８
月
30
日

央
要
望
に
議
長
が
参
加

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
徳
島
市
）
に
議
員
が
出
席

同
志
社
大
学　

新
川
名
誉
教
授
か
ら
「
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の

役
割
」
等
に
つ
い
て
の
講
演
を
拝
聴

香
川
県
三
豊
市
の
た
く
ま
港
祭
り
に
副
議
長
と
総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
長
が
出
席

由
岐
祭
り
に
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
と
議
員
が

出
席

議
会
改
革
検
討
推
進
特
別
委
員
会
が
日
和
佐
公
民
館
と
由
岐
公
民

館
の
２
カ
所
で
住
民
を
対
象
と
し
た
議
会
改
革
に
向
け
た
意
見
交

換
会
を
開
催

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
請
願
審
査
の
た
め
、
町
内
避
難
タ

ワ
ー
等
４
カ
所
を
視
察

徳
島
南
部
自
動
車
道
阿
南
安
芸
自
動
車
道
徳
島
自
動
車
道
等
整
備

促
進
決
起
大
会
及
び
要
望
活
動
（
東
京
）
に
議
長
が
参
加

四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会
東
京
大
会
に
議
長
が
出
席

秋
田
県
能
代
市
議
会
が
、
美
波
町
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
現

状
に
つ
い
て
視
察
が
あ
り
、
正
副
議
長
と
総
務
産
業
建
設
常
任
委

員
長
が
対
応

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ

い
て
審
議

議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
会
期
日
程
、
提
出
議
案
等
に
つ
い

て
協
議

全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
国
民
宿
舎
う
み
が
め
荘
解
体
工
事
の
変

更
契
約
、
他
４
件
に
つ
い
て
協
議

防
災
高
台
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

審
議

◆ 議長・議員の主な活動状況 ◆（令和６年６月定例会後～令和６年９月定例会）
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美波町議会だより 第68号一 般 質 問

1
休
耕
農
地
活
用
の
推
進
を
図
れ

向
むこう

山
やま

　篤
あつ

宏
ひろ

議員録画配信中

質
　
問

今
後
休
耕
農
地
や
耕
作
放
棄

地
が
増
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。
農
業
振
興
の
た
め
、
耕
作

受
託
者
や
受
託
組
織
の
育
成
、

ま
た
集
落
営
農
組
織
の
設
立
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
前
野
産
業
振
興
課
長

議
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ

い
て
は
、
地
域
が
持
続
し
て
い

く
た
め
に
大
切
な
課
題
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
、
新
規
参
入

者
に
対
す
る
支
援
等
も
推
進
し

た
い
。

新
規
参
入
者
へ
の
支
援
等
を
推
進
し
た
い

答弁

質
　
問

　
赤
松
農
村
型
地
域
運
営
組
織

（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
と
町
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、

ま
た
協
議
会
で
は
農
地
維
持
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
施
策

が
検
討
さ
れ
実
践
さ
れ
て
い
る

の
か
。

●
答
弁
　
前
野
産
業
振
興
課
長

　

協
議
会
は
、
赤
松
地
区
自
治

会
や
壮
年
団
な
ど
の
地
域
組
織
、

中
山
間
集
落
協
定
推
進
協
議
会

な
ど
の
農
業
組
織
、
並
び
に
赤

松
煙
火
保
存
会
な
ど
伝
統
文
化

振
興
組
織
の
ほ
か
県
南
部
総
合

県
民
局
及
び
美
波
町
が
構
成
員

と
な
っ
て
い
る
。
美
波
町
は
当

協
議
会
に
対
し
て
、
事
業
の
適

正
な
執
行
に
関
す
る
調
査
指
導

や
、
助
言
を
行
う
立
場
と
な
っ

て
い
る
。 

　

協
議
会
は
、
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
を

利
用
し
て
作
業
の
省
力
化
を
考

え
て
い
る
。

2
地
籍
調
査
の
早
期
完
了
を

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

答弁
質
　
問

調
査
は
全
面
積
の
何
割
が
終

了
し
た
の
か
、
ま
た
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
最
大
浸
水
予
想
地

区
に
お
い
て
の
そ
の
数
値
は
ど

う
か
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

令
和
５
年
度
ま
で
の
調
査
完

了
面
積
は
全
体
の
10
％
で
あ
り
、

令
和
６
年
度
の
調
査
完
了
後
の

調
査
率
は
12
％
と
な
る
予
定
で

あ
る
。
徳
島
県
津
波
浸
水
想
定

に
基
づ
く
津
波
災
害
警
戒
区
域

に
お
い
て
の
調
査
率
は
、
令
和

５
年
度
末
で
は
51
％
で
、
令
和

６
年
度
末
で
は
55
％
に
な
る
予

定
で
あ
る
。

質
　
問

今
後
の
調
査
地
区
は
、
ど
の

よ
う
な
視
点
で
調
査
順
位
を
決

め
る
の
か
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

今
後
は
、
津
波
災
害
警
戒
区

域
が
含
ま
れ
る
地
区
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
が
含
ま
れ
る
地
区
、

公
共
事
業
が
見
込
ま
れ
る
地
区

な
ど
の
地
籍
調
査
を
優
先
的
に

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

６
議
員

　
質
問
事
項

一般
質問8P 

向
山
篤
宏 

議
員

・
休
耕
農
地
活
用
の
推
進
を

図
れ

・
地
籍
調
査
の
早
期
完
了
を

9P 

鈴
木
健
宏 
議
員

・
予
防
接
種
の
救
済
制
度
は

9P 

小
部
博
正 

議
員

・
美
波
の
誉
れ
認
定
が
進
ま

な
い
理
由
は

10P 

片
山
正
敏 

議
員

・
宿
泊
施
設
の
整
備
と
充
実
を

10P 

戎
野
　
博 

議
員

・｢

マ
イ
ナ
保
険
証｣

の
不
安

解
消
を

11P 

中
川
尚
毅 

議
員

・
資
格
確
認
書
は
ど
う
す
る

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
防
災
対
応
は

※
一
般
質
問
は
質
問
者
が

要
約
し
て
い
ま
す
。

地域住民による農用地の保全
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美波町議会だより 第68号 一 般 質 問

1
予
防
接
種
の
救
済
制
度
は 

鈴
すず

木
き

　健
たけ

宏
ひろ

議員録画配信中

質
　
問

　
予
防
接
種
の
計
画
、
情
報
提

供
、
ま
た
副
反
応
が
出
た
際
や
、

予
防
接
種
救
済
制
度
の
対
応
体

制
は
？

●
答
弁
　
井
上
健
康
増
進
課
長

　

予
防
接
種
は
感
染
症
の
排
除

根
絶
な
ど
を
目
的
に
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
対
象
者
数
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
町
内
２
８
４
５
人
。

　

接
種
場
所
は
医
療
機
関
で
原

則
行
う
。
費
用
は
Ｂ
類
疾
病
は

健
康
増
進
課
に
て
対
応

答弁

一
部
自
己
負
担
。

　

接
種
に
関
す
る
事
前
の
相
談

は
健
康
増
進
課
で
行
わ
れ
て
い

る
。

　

情
報
提
供
は
予
防
接
種
ご
と

に
個
別
通
知
し
、
予
防
接
種
の

疾
病
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
へ
の

注
意
事
項
、
接
種
後
の
副
反
応

や
健
康
救
済
制
度
な
ど
を
記
載

し
た
説
明
書
を
通
知
し
て
周
知

に
努
め
て
い
る
。

　

副
反
応
に
よ
り
健
康
被
害
が

生
じ
た
場
合
、
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
が
あ
り
、
必
要

な
書
類
は
異
な
る
が
接
種
済
み

証
や
医
師
の
証
明
、
カ
ル
テ
の

写
し
な
ど
が
必
要
。

　

申
請
後
は
町
の
予
防
接
種
健

康
被
害
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、

申
請
資
料
を
県
を
通
じ
て
厚
生

労
働
省
へ
進
達
。 

　

国
の
疾
病
障
害
認
定
審
査
会

に
て
審
査
後
、
厚
生
労
働
大
臣

よ
り
認
定
さ
れ
る
と
県
を
通
じ

て
町
か
ら
申
請
者
に
給
付
。 

　

副
反
応
や
健
康
被
害
に
つ
い

て
の
医
療
的
な
相
談
は
医
療
機

関
で
、
給
付
制
度
は
健
康
増
進

課
に
て
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
制
度
の
チ
ラ
シ
を

利
用
し
な
が
ら
対
応
す
る
。 

認
定
基
準
の
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素
化
を
検
討

答弁 1
美
波
の
誉
れ
認
定
が
進
ま
な
い
理
由
は

小
こ

部
べ

　博
ひろ

正
まさ

議員録画配信中

質
　
問

　「
美
波
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ

ー
ト
ナ
ー
認
定
制
度
」
は
、
令

和
６
年
４
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、

僅
か
３
ヶ
月
で
認
定
に
ま
で
至

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
幾
度
も

質
問
し
て
い
る
既
存
事
業
者
へ

の
奨
励
や
賞
賛
に
値
す
る
「
美

波
の
誉
れ
認
定
制
度
」
は
全
く

進
展
が
な
い
。「
美
波
の
誉
れ

認
定
制
度
を
進
め
て
い
く
」
と

い
う
答
弁
は
あ
る
が
何
故
進
ま

な
い
の
か
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
施
策
や
支
援
が
必
要
に

な
る
産
業
振
興
に
お
い
て
、
産

業
振
興
課
は
欠
員
が
出
て
い
る

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
前
野
産
業
振
興
課
長

進
ま
な
い
要
因
と
し
て
は
、

本
人
に
よ
る
申
請
が
必
要
な
こ

と
や
認
定
基
準
に
検
討
の
余
地

が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

制
度
を
進
め
る
に
は
、
認
定
の

申
請
を
所
属
団
体
の
推
薦
も
可

能
に
す
る
こ
と
や
、
認
定
基
準

を
緩
和
し
手
続
き
を
簡
素
化
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
各
団

体
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

●
答
弁
　
磯
野
副
町
長

年
度
途
中
に
お
け
る
人
員
の

減
な
ど
の
変
化
に
対
し
、
人
事

異
動
に
よ
る
対
応
は
難
し
い
が
、

他
課
か
ら
の
応
援
な
ど
で
対
応

し
て
い
る
。
人
事
に
つ
い
て
は
、

業
務
が
滞
る
こ
と
な
く
遂
行
で

き
る
よ
う
に
職
員
配
置
に
努
め

て
い
く
。
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美波町議会だより 第68号一 般 質 問

1
宿
泊
施
設
の
整
備
と
充
実
を

片
かた

山
やま

　正
まさ

敏
とし

議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
は
、
宿
泊
施
設
が
少

な
く
、
来
町
す
る
観
光
客
等
の

割
に
は
経
済
的
な
効
果
は
上
が

っ
て
い
な
い
。
ホ
テ
ル
な
ど
の

宿
泊
施
設
は
、
地
域
経
済
活
性

化
の
効
果
の
ほ
か
、
地
域
の
魅

力
の
発
信
や
地
域
資
源
を
活
用

へ
の
派
生
効
果
が
期
待
で
き
る
。

町
の
観
光
や
地
域
産
業
活
性
化

に
つ
な
が
る
宿
泊
施
設
の
整
備

や
誘
致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。 

宿
泊
施
設
の
充
実
に
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

答弁

●
答
弁
　
勘
場
瀬
政
策
推
進
課
長

　

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
日

和
佐
地
区
の
再
生
計
画
を
策
定

し
、
薬
王
寺
、
大
浜
海
岸
、
日

和
佐
う
み
が
め
博
物
館
及
び
日

和
佐
港
を
新
た
な
観
光
拠
点
と

し
た
回
遊
型
観
光
促
進
の
た
め

協
議
会
を
設
立
、
現
在
、
う
み

が
め
荘
跡
地
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
宿
泊
施
設
の
誘
致

は
、
大
手
業
者
な
ど
へ
の
調
査

等
を
通
じ
、
薬
王
寺
、
門
前
町
、

大
浜
海
岸
を
中
心
に
回
遊
型
観

光
の
拠
点
強
化
の
た
め
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
各
エ
リ
ア
の
機

能
の
向
上
、
駐
車
場
の
確
保
と

魅
力
あ
る
歩
行
者
動
線
の
構
築
、

地
域
食
材
の
確
保
と
提
供
体
制

の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

美
波
町
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
を
提
供
し
、
観
光
客

の
滞
在
を
促
進
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。
美
波
町
の

観
光
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と

も
に
訪
れ
る
方
々
に
と
っ
て
魅

力
的
な
滞
在
先
を
提
供
で
き
る

1
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
不
安
解
消
を 

戎
えびす

野
の

　　博
ひろし

議員録画配信中

質
　
問

 

　
美
波
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
状
況
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
者
数
等
は
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
マ
イ
ナ
保
険
証
を

資
格
確
認
書
で
受
診
で
き
る
等
の
広
報
周
知
を

図
る 

答弁

登
録
し
て
い
な
い
人
は
現
行
の

健
康
保
険
証
の
期
限
切
れ
ま
で

使
え
る
旨
の
住
民
周
知
と
、
そ

の
後
、
自
動
交
付
さ
れ
る
「
資

格
確
認
書
（
５
年
間
有
効
）」

で
受
診
が
可
能
と
の
町
広
報
を

徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

●
答
弁
　
秋
山
税
務
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
枚
数
は
８
月
末
時
点
で
、
４

３
５
４
枚
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
者
数
は
国
保
が
６
４
２
人

（
47
％
）
後
期
高
齢
者
保
険
、

８
１
８
人（
40
％
）現
在
の（
保

険
証
は
有
効
期
限
の
切
れ
る
令

和
７
年
の
７
月
ま
で
有
効
で
、

そ
の
後
の
資
格
確
認
書
は
、
当

分
の
間
、
申
請
無
し
で
交
付
す

る
。「
広
報
み
な
み
」
で
健
康

保
険
証
廃
止
後
の
受
診
対
応
等

は
周
知
す
る
。 

●
答
弁
　
島
村
病
院
事
務
長

過
去
の
受
診
歴
が
あ
っ
て
、

身
元
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
は

従
来
通
り
の
支
払
い
を
求
め
、

後
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

又
は
資
格
確
認
書
の
持
参
な
ど

で
柔
軟
な
対
応
を
行
う
。
災
害

時
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
使
え

な
い
場
合
も
同
様
の
対
応
を
す

る
。 

●
答
弁
　
岸
本
総
務
課
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

情
報
統
合
は
今
年
度
中
の
運
転

免
許
証
と
の
一
本
化
（
任
意
）

な
ど
の
利
活
用
に
移
行
し
、

様
々
な
身
分
証
明
証
と
統
合
さ

れ
る
。 

よ
う
、
宿
泊
施
設
の
充
実
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
引
き
続
き

努
力
し
て
い
く
。 
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1
資
格
確
認
書
は
ど
う
す
る 

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員録画配信中

質
　
問

12
月
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
。

国
保
の
資
格
確
認
書
を
ど
う
す

る
か
。
資
格
確
認
書
、
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
を
配
る
の
か
。

有
効
期
限
は
１
年
で
、
申
請
に

よ
っ
て
発
行
す
る
の
か
。
確
認

書
も
カ
ー
ド
に
な
る
の
か
。
も

し
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
は

ど
う
な
る
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
は
任
意
だ
と
町
民

全
体
に
知
ら
せ
て
。 

●
答
弁
　
秋
山
税
務
課
長 

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
５

近
隣
市
町
村
に
聞
き
な
が
ら
検
討

答弁

年
に
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
近
隣
市
町
村
に

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

保
険
証
と
同
じ
大
き
さ
に
な
る

予
定
。
滞
納
の
短
期
証
を
渡
し

て
い
た
方
は
、
窓
口
10
割
負
担
。 

　

広
報
は
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
、
登
録
解
除
も
予
定
し
、

任
意
も
確
認
し
て
対
応
。 

2
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
防
災
対
応
は 

質
　
問

　
宮
崎
県
沖
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
の
地
震
、
臨
時
情
報
巨
大
地

震
注
意
が
出
さ
れ
た
。
美
波
町

も
１
週
間
分
の
備
蓄
、
家
具
の

固
定
、
放
送
を
行
っ
た
。
美
波

町
で
１
週
間
の
避
難
を
で
き
る

の
か
。
美
波
町
23
か
所
の
避
難

施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

１
週
間
の
食
料
備
蓄
は
大
丈
夫

か
。
由
岐
公
民
館
、
木
岐
聖
ヶ

丘
で
収
容
し
き
れ
る
の
か
。
避

難
所
の
運
営
を
誰
が
す
る
の
か
。

令
和
２
年
の
美
波
町
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
防
災
対
応
方

針
は
。

●
答
弁
　
西
口
消
防
防
災
課
長

　

令
和
４
年
３
月
の
地
域
防
災

計
画
に
は
、
地
震
、
洪
水
、
土

砂
災
害
、
津
波
、
高
潮
の
適
用

性
の
明
記
。
指
定
避
難
所
38
か

所
中
、
災
害
種
別
全
て
に
適
用

国
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
地
域
防
災
計
画
に

反
映

答弁

性
が
あ
る
避
難
所
及
び
２
階
以

上
な
ら
適
用
性
の
あ
る
避
難
所

は
14
か
所
。
木
岐
地
区
の
木
岐

聖
ヶ
丘
農
林
漁
業
体
験
施
設
５

つ
の
災
害
の
適
用
性
。
地
震
、

津
波
の
場
合
は
高
い
と
こ
ろ
へ

の
避
難
。
洪
水
、
土
砂
災
害
、

高
潮
は
、
木
岐
小
学
校
の
２
階
、

体
育
館
を
指
定
避
難
所
。 

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

巨
大
地
震
警
戒
が
出
た
場
合
、

町
は
、
事
前
避
難
対
象
地
域
の

高
齢
者
と
避
難
に
時
間
を
要
す

る
方
、
高
齢
の
方
と
そ
の
支
援

者
は
避
難
、
そ
の
他
の
方
に
は

避
難
準
備
を
促
す
高
齢
者
等
避

難
を
発
令
。
未
耐
震
家
屋
に
住

む
方
に
避
難
指
示
を
発
令
し
、

速
や
か
な
避
難
を
促
す
。 

　

７
月
31
日
、
福
祉
課
と
消
防

防
災
課
合
同
で
木
岐
地
区
に
て
、

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
に

関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を

実
施
し
、
町
内
会
長
、
自
主
防

災
会
、
民
生
委
員
、
消
防
団
の

幹
部
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

避
難
行
動
要
支
援
者
と
支
援
候

補
者
、
支
援
方
法
や
課
題
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
第
２
回
の

会
議
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。 

　

国
の
被
害
想
定
の
見
直
し
が

今
年
度
末
ぐ
ら
い
ま
で
か
か
る
。

県
も
被
害
想
定
が
出
さ
れ
る
。

そ
れ
も
踏
ま
え
て
町
の
地
域
防

災
計
画
に
反
映
し
た
い
。 
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新たに議員報酬や定数を考える
委員会を設置しました

● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉遊亀聖悟　〈副委員長〉小部博正
〈委員〉片山正敏　北山朝彦　鈴木健宏

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp

特別委員会の様子

　「議会議員報酬および定数に関する調査
特別委員会（委員 12名）」の設置に伴い、
美波町の住民みなさまに報告いたします。
　地方議会では人口減少が進む中、「議員
のなり手不足」や「多様性の確保」が課題
となっており、特に町村議会議員の報酬の
低さが若手や女性の参加を妨げる要因とさ
れています。美波町を維持するためには議
会の強化と住民主体の人材育成が重要で
す。議員定数についても、単に人口減少に
合わせるのではなく、地域の広さや住民の
声を反映しやすい体制を検討しています。
　この特別委員会では報酬や定数の調査結
果を住民みなさまに示し、理解を得ること
を目指します。


